
高齢化

環境問題

多様化の
影響

パンデミック

グローバル・シャープトップ戦略

花王が注視する 
社会変化 PurposeInput Business Model Outcome

ハイジーンリビングケア

化粧品

ヘルスビューティケア

開発研究

事業部門

基礎研究

機能部門

ビジネス
コネクティッド

ケミカル

社会価値の好循環

社会的有用性

排他的独自性

企業理念：The Kao Way

ガバナンス

よきモノづくり

研究・技術

知・データ

事業・ブランド

規律ある資本の好循環

人的資本
�絶えざる革新に 
挑む

知的資本
�独自技術と 
強いブランド

�社会・ 
関係資本
�強いエンゲージメント 
の構築

製造資本
�高品質な製品を 
グローバルに供給

財務資本
�ROIC経営による 
財務基盤

自然資本
�環境対応を 
競争力にする

People
人々の生活に 

寄り添った提案

Performance
花王のサイエンスが 
実現する高い機能

Planet
事業活動による 

持続可能な 
社会への貢献

Profitability
資本効率の向上 
（ROIC/ROE）

花王グループは、重要な社会課題に向き合い、「排他的独自性」で真に有用な価値を創出します。その実践が「グローバル・シャープ
トップ」戦略です。５つの事業の「よきモノづくり」で唯一無二の価値を生み出し、持続可能な社会に不可欠な企業を目指します。花王の価値創造プロセス

豊
か
な
共
生
世
界
の
実
現
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6つの資本

花王ならではの特徴資本 主な指標

人的資本
絶えざる革新に 
挑む

多様な人財が専門性を発揮し、グローバルにスクラムを組んでチャレンジできる
土壌があります。

「絶えざる革新」という理念が社内で脈 と々受け継がれ、あらゆる場面で
成長と革新に全力を注ぐ姿勢が根づいています。

● 社員エンゲージメント（KES総合スコア）… ……………………………… 68（2027年目標：75）※１　
● 挑戦志向型人財…………………………………………………………………………………… 77％（2027年目標：80%）※2

● 女性社員比率に対する女性管理職比率の割合……………………… 79.4%（2030年目標：100%）
● シチズンデベロッパー数… ………………………………………………………………… 4,700人突破

知的資本
独自技術と
強いブランド

独自のサイエンスを、コンシューマー各事業とケミカル事業の間で連鎖させ、
差別化された価値を継続的に創出します。
生活者課題に根差したロイヤルティの高いブランドを多数擁しています。

● 特許保有件数… ………… 13,419件
● 商標保有件数… ………… 21,635件
● 研究開発費… ……………… 611億円

社会・ 
関係資本
強いエンゲージメント
の構築

取引先、地域社会、投資家をはじめとする多様なステークホルダーとの
信頼に基づく対話と共創により、社会課題の解決と事業成長を両立します。
事業機会の創出とリスク低減を同時に実現し、生活者との強い絆を競争優位と
持続的な企業価値向上につなげます。

● 販売国・エリア数……… 109カ所
● IR面談…………………………… 407回
● SR面談… ……………………… 49回

製造資本
高品質な製品を
グローバルに供給

原料調達から生活者までをつなぐサプライチェーンマネジメントと、
グローバルに展開する生産拠点・技術を基盤に、高品質な製品の安定供給、
迅速な市場対応を実現します。
サプライチェーンの競争力を強化し、ブランドの信頼を支え、成長投資を可能にします。

● 製造拠点… …………………… 37拠点（うち海外 27拠点）
● 連結子会社数… ………… 111社（うち海外 93社）
● 設備投資額… ……………… 508億円
● 厳しい品質基準

財務資本
ROIC経営による
財務基盤

EVAを企業価値創造の最終指標とし、事業別ROICの徹底と
規律ある資本配分を通じて、資本コストを安定的に上回る価値創出を追求しています。
収益成長と資本効率向上を両立させる両輪経営により、
強固な財務基盤を構築しています。

● 売上高… ………………… 16,886億円（海外比率 42.9%）
● 営業利益… ………… 1,641億円／利益率：9.7%
● ROIC… ……………… 9.7%

自然資本
環境対応を
競争力にする

原材料調達から使用・廃棄に至るライフサイクル全体で、森林・水など自然資本への 
影響を低減しつつ、生活価値を生み出す商品設計を戦略的に推進しています。
高付加価値創出を通じて、環境適合性と経済価値を高め続けます。

● 製品ライフサイクル全体のCO2 排出量… ……… 10,192 千t-CO2e
● スコープ１＋２ CO2 排出量… …………………………………… 561千t-CO2e
● 製品ライフサイクル全体の水使用量… ………………… 2,794百万m³
● パーム農園※5までのトレーサビリティ… …………… 91%

※1 KES:社員エンゲージメントサーベイ（フルスコア=100）        ※2 社員意識調査（日本の連結対象会社のみ）      ※3 インテージ SRI＋（日用品87カテゴリー）2025年1-12月      ※4 インテージ SCI（日用品86カテゴリー）2025年1-12月      ※5 パーム農園には小規模パーム農園も含む

花王は、多様な人財の活力と独自のサイエンスを起点に、強いブランドとそれを支える製造・供給基盤、資本効率を重視した財務基盤、そして環境と調和する取り組みを
連動させ、持続的な価値創出と成長を実現しています。

● 海外研究拠点数…………17カ所
● ブランド数… ……………………84

［日本市場］
● 日用品市場シェア… ……25%（No.1）※3

● 女性の購入率… ……………95.6%
　購入者1人あたり年間購入数… ……… 22.6個※4

● EVA……………………… 411億円
● 連続増配… ………… 36期（日本最長）
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1. マテリアリティ特定プロセス
花王は、ダブルマテリアリティの考え方に基づき、事業活動が環境・社会に与える影響（インパクト・マテリアリティ）と、環境・社会の

変化が花王の財務に及ぼすリスクおよび機会（財務マテリアリティ）の両面から重要性を評価しました。
特定プロセスは以下の三段階で構成されます。

花王は、持続的な企業価値の向上を実現する
ため、マテリアリティをパーパス・ビジョンを達
成するための重要事項と定義し、「環境・社会課
題への対応」と「中長期的な財務価値創出」を統
合する経営の中核に位置づけています。環境・
社会の変化やステークホルダーからの要請を踏
まえ、2018年に策定したマテリアリティを見直
し、国際的な開示基準の考え方を取り入れたマテ
リアリティ・アセスメントを実施しました。

選定した重要課題候補に対し、開示基準の要
請事項を踏まえて、事業部・機能部門から構成
されるプロジェクトメンバーによって、花王のバ
リューチェーン全体（上流・自社・下流）を対象に、
花王の事業活動によって生じるインパクト（正/
負）と花王の財務に及ぼすリスクおよび機会を、
短期（～2027年）・中期（～2030年）・長期（～
2040年）の時間軸で評価しました。インパクト・
マテリアリティについては、深刻度（規模・範囲・
回復困難性）および発生可能性の観点から評価
し、財務マテリアリティについては、主に売り上
げ・コストへの影響といった財務的影響の程度
および発生可能性の観点から評価しています。

Step2における評 価 結 果
を踏まえ、執行役員・部門長
へのヒアリング、CEOとの討
議、ならびに外部有識者との
対話を実施し、評価結果の妥
当性を検証しました。特に財
務的影響と中長期の価値創
造との一貫性の観点から重
要度と優先順位を整理しまし
た。これらを経営会議および
取締役会で審議・承認し、重
要課題を最終確定しました。

花王のマテリアリティ

 図1.マテリアリティの位置づけ

環
境
・
社
会
の
変
化

パーパス／企業理念

長期ビジョン／長期経営方針

経営のマテリアリティ

財務 & サステナビリティ目標

経営戦略・事業戦略

すべての企業活動

※ サステナビリティ戦略と一体化

メガトレンド、国際的な開示
基準（ESRS、SASBスタンダー
ドなど）におけるサステナビリ
ティ課題、花王の経営課題お
よびブランドパーパスなどを踏
まえ、重要課題候補を選定しま
した。SASB産業別開示トピッ
クについては、花王の該当業種

（Chemicals、Household & 
Personal Products）を参照し
ました。

重要課題候補の
選定

Step

1
検証・承認と

重要課題の特定

Step

3
インパクトおよび
財務影響の評価

Step

2
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 マテリアリティマトリックス

イ
ン
パ
ク
ト
・
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ

花
王
が
環
境
・
社
会
に
与
え
る
影
響

財務マテリアリティ 環境・社会が花王の財務に与える影響、リスクと機会

Very
High

Very HighHigh

High

2. �評価結果と前回からの 
主な変更点

本マテリアリティ評価では、環境・社会の
変化や事業構造の進化を踏まえ、前回評価
結果を見直しました。社会的要請の高まりに
加え、花王の成長ドライバーや事業活動の目
的・成果との関係性を重視し、事業のレジリ
エンス、デジタル対応、生物多様性、持続可
能な産業への貢献などを新たに追加し、26
項目を特定しました。

前回からの主な変更点として、環境・社
会課題の深刻化や事業領域の拡大、グロー
バル化の進展を踏まえ、各課題の対象範囲
や定義を見直しました。またサプライチェー
ンや資源循環、QOL関連項目の整理・統合
を行い、マテリアリティをより実態と将来性
に即した構成へと更新しました。

3. 今後に向けて
花王は、マテリアリティ評価・見直しプロ

セスと全社的リスクマネジメント（ERM）と
の統合を目指すとともに、次期中期経営計画
との連動を図り、経営判断への反映を一層
強化していきます。併せて、各マテリアリティ
に対応する指標や目標を具体化するととも
に、ROICとの関係性の可視化や役員報酬と
の連動を通じて、実行力と説明責任の向上
を図ります。

DE&Iの推進

ユニバーサルデザイン

製品・サービスへのアクセスと
適正価格気候変動の緩和

水資源の保全

環境汚染の防止

サステナブルサプライチェーン
マネジメント

生物多様性の保全と再生

動物福祉

気候変動への適応

持続可能な産業への貢献

資源の循環と有効利用

持続可能なQOL向上

セルフケア実現への貢献

多様な人財の確保と育成

社員の健康とウェルビーイング

労働安全衛生の徹底

誰もが活躍する社会

循環型社会の創造

社員の活力と成長

正道を歩む

ビジネスモデルのレジリエンス

透明で信頼できる製品情報と
マーケティング

人権の尊重

インテグリティに基づく
コンプライアンス実践

政策立案・ルール形成への
関与

化学物質の適正管理

AI/デジタル社会への対応

情報セキュリティと個人情報保護

製品の品質保証と安全性

すべての人々のQOL向上

［26のマテリアリティを束ねる重点領域］
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変革の方向性とマテリアリティ
特定した26のマテリアリティを、事業の実態および中長期的な成長との関係を踏まえ、「事業を通じた貢献」と「経営の基盤」という観点から、5つの重点領域に再整理することで、それぞれの位置

づけが明確になる構成にしています。
5つの重点領域は、「Maximum with Minimum」という変革の方向性を具体的な経営課題に落とし込み、実行へつなげる役割を果たします。

すべての人々の生活の質と心身
の健康、社会的な充足を高め
ながら、人と自然の共生を実現
し、次世代につながる持続可能
なウェルビーイングの実現を目
指す。

バリューチェーン全体を通じ、責任
ある事業活動を通じて廃棄物ゼロ・
循環型・低炭素な経済への移行を
進める。併せて、人権の尊重、化学
物質の適正管理、生物多様性の保
全と再生に取り組むことで、環境・
社会リスクを低減し、持続可能な価
値創造を実現する。

安全とウェルビーイングを基盤
に、自律性と挑戦する意欲を育
み、学びと機会を通じて一人ひと
りの可能性を最大限に引き出すと
ともに、人とともに成果を生み出
し、成長する組織をつくる。

多様な生活者やコミュニティが
花王の製品・サービスに公平
かつ包摂的にアクセスできる社
会づくりに貢献し、すべての人
が自分らしく生きられる社会の
実現を目指す。

ガバナンスの中核にインテグリ
ティを据え、デジタル技術を活用
して経営と業務の透明性と実効
性を高め、変化に強い事業モデル
を構築し、持続的な信頼を築く。

Management Foundation　
経営の基盤

※ 部分最適ではなく、環境・社会への悪影響を最小化しながら、多様な顧客・社会・未来に提供する価値を最大化する

変革の方向性 Maximum  with  Minimum※

Sustainable 
Well-being

すべての人々のQOL向上

Circular Value 
Creation
循環型社会の創造

Inclusive 
Opportunity

誰もが活躍する社会

Empowered  
Employees

社員の活力と成長

Integrity as  
the Only Choice

正道を歩む

Value Creation through Business　
事業を通じた貢献

4343

編集方針

CEOメッセージ

ESG部門統括メッセージ

ESGハイライト

特集／
持続可能なパーム油の
サプライチェーン構築

企業理念

花王の価値創造プロセス

戦略

指標と目標

ガバナンス

リスク・機会管理


	ボタン246: 
	Page 5: 

	ボタン247: 
	Page 5: 

	ボタン248: 
	Page 5: 

	ボタン249: 
	Page 5: 



